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1． はじめに 
 

近年，アマモの移植事例が増大する中，その移植方法

としては主に播種法と株植法が用いられている 1)～6).  

播種法は既存のアマモ場から種子を採取し移植地に播種

する方法で，直接海に撒く直播法，直播法の低い発芽・

定着率を改良した方法として，粘土に種子を混入するコ

ロイダルシリカ法，土嚢やマットに種子，土，栄養分な

どを混入する土嚢法，マット法などが実施されている．

アマモ種子の採取は主に手作業によるため多大な労力を

要する．一方，株植法は，既存のアマモ場から株ごとア

マモを採取し移植する方法で，土なし法と土付き法に大

別される．土なし法では，アマモ株を田植えのように移

植する田植法，鉄棒や粘土などに固定して移植する固定

法などがある．土付き法では，土ごと採取したアマモを

移植するプラグ法（ポット法），マット状に株と土を採

取し移植するマット法（芝生法）などが実施されている．

一般に，株植法は播種法に比べ定着率が優れているが，

移植が主に潜水作業によるため作業効率が悪い．また，

近年，アマモ移植専用のバケット機構を有した重機の開

発も行われているものの，大規模な株採取が既存の天然

アマモ場にダメージを与えるなどの懸念が生じている． 

本研究では，多大な労力を要する播種・株植作業を全

く行わないで，アマモ移植を行う方法を考案し，現地海

域での実証実験を実施した．本移植法の概要を述べる

（図-１参照）．まず，天然のアマモ場にマットを敷設す

る．このマット上に落下した種子が自然発芽・生長する

ことにより,アマモが定着したマット（アマモマット）

が自然に形成される．定着後に，このアマモマットを移

植地に移設しアマモ移植は完了する．本移植法は，移植

作業がマットの敷設と移設のみで効率的な移植が可能で

あり，かつ，既存のアマモ場破壊の懸念も無いことから，

従来の移植法の問題点を解決したものと言える． 

2． 現地実験の方法 
 

現地実験は，天然のアマモ場周辺にマットを敷設し，

マット上に落下するアマモの種子が自然発芽・生長して，

アマモが定着したマットを形成させる実験（以下，マッ

ト敷設実験）と，このアマモマットを本移植海域へ移設

した後に本移植地先でのアマモの定着状況を調べる実験

（以下，マット移設実験）の２つで構成される． 

現地実験の場所を図-２に示す．実験場所は英虞湾の

枝湾の一つである立神浦である．マット敷設実験は立神

浦の湾奥部(水深約 5m）にマットを敷設して実施した．

この海域では近年，１年生のアマモ群落が増大しており，

アマモ種子の生産が活発な場所となっている（前川，

2002）．マット移設実験は，立神浦の湾口付近の入り江

（水深約 3m）で実施した．この海域では多年生のアマ

モが粗生している．移設実験でのアマモマットは天然の

アマモが繁茂している場所の近傍に設置した． 

マット敷設実験および移設実験の条件を表-１に示す．

敷設実験で使用したマットは４種類で，厚さが 2，5，

10mm の 3 種類のヤシ繊維製マット，および 1 種類のジ

ュートマットを用いた．なお，厚さ 2mmのヤシマットに

はヤシ繊維のネットを重合した．マットの一例として厚

さ 5mm のヤシ繊維製マットを写真-１に示す． 1m×1m

の大きさのマットを各ケース３枚，計 12枚製作し，図-

３に示す配置で現地海底に敷設した．  

マットの敷設時期は 2002 年 10月である．この時期は

アマモ種子の放出が完了した後であり，種子の自然落下

を期待するにはマットの敷設時期が遅すぎる条件ではあ

るものの，後述するように，マット上に高密度のアマモ

の定着が確認された．敷設実験によりアマモが定着した

マットを 2003 年 2 月に本移植地の基盤上へ移設した．

移設実験のマットと移植基盤の平面配置を図-４に示す．

移設先の基盤はアコヤガイの貝殻をネットに詰めたもの，
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図-1 播種・株植が不要なアマモ移植実験方法の概念図 

        Image of a Seagrass Planting Method without Sowing 

Seed and Planting Roots 

図-2 アマモ移植実験の所在地 

           Location for the Field Study of a Seagrass 

Planting Method 

表-1 アマモ移植実験の条件一覧 

                  Condition of the Field Study of a Seagrass 

Planting Method 

図-3 敷設実験におけるマットの平面配置 

           Plane Position of the Experiment of Placing Mats 

写真-1 アマモ移植マット（敷設前） 

 Mats for Seagrass Planting 

   （before placing mats） 

図-4 移設実験におけるマットと基盤の平面配置 

         Plane Position of the Mats and the Foundations of the 

Study of Replacing Mats 

実験種別 項目

場所

期間

4種類のマット（1m×1m）を各3枚，計12枚使用

観測項目

場所

期間

観測項目

基盤種別

マット種別

　基盤２：アコヤガイ貝殻直播

　基盤１：現地盤

密度，草丈，被度

対照データとして，敷設実験地での天然アマモ場を観察

英虞湾立神浦の湾口付近の入り江

2003年2月マット移設，実験継続中

3種類の基盤上にアマモマット各種1枚ずつ（計4枚）移設

　基盤１：アコヤガイ貝殻ネット

敷設実験

移設実験

内容

英虞湾立神浦湾奥部

2002年10月マット敷設，2003年2月マット回収

　マット１：ヤシ繊維製厚10ｍｍ

　マット２：ヤシ繊維製厚５ｍｍ

　マット３：ヤシ繊維製厚２ｍｍ+ヤシ繊維製ネット

　マット４：ジュート製マット

密度，草丈，被度
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貝殻を直播したもの，基盤なしで現地盤に移植したもの

の３種類を用い，3.5m×3.5m の大きさとした．各基盤

上にはマット敷設実験によりアマモが定着した厚さ，材

質の異なる４種類のマットを設置した．なお，貝殻を用

いた移植基盤は三重大学で開発されたもので，浮泥堆積

による根腐れの防止効果が確認されている６）７）． 

マット敷設実験，移設実験におけるアマモ定着状況の

モニタリングとして，アマモの株密度，平均草丈，被度

を１ヶ月から２ヶ月毎に計測した． 

 

3． 現地実験の結果 

 

3.1 マット敷設実験の結果 

敷設実験開始約４ヶ月後（2002 年２月）におけるマ

ット上のアマモ定着状況を写真-２に示す．マット上に

アマモが高密度に密生しており，播種や株植を行わずに

アマモマットが形成されることが分かる． 

マット敷設後のアマモ密度と草丈の時間変化を図-５

に示す．マット敷設後からアマモ密度，草丈とも順調に

増加し，マットの種類による差はほとんど認められなか

った．また，マットの敷設時期が 10 月とアマモの種子

放出時期よりかなり遅い時期にも関わらず，高密度のア

マモが定着した．この理由として，マット表面に厚さ

1cm 程度の浮泥が堆積しており，海底の浮泥の巻き上げ

と再堆積に伴い，浮泥と共にアマモ種子がマット上に堆

積して発芽したものと考えられる． 

以上より，天然のアマモ場の周辺に単にマットを敷設

するだけでアマモが密生したマットが形成できることが

実証できた．ただし，今回の敷設実験では，マットの移

設時期が遅くアマモの根がマットの下面に 10～20cm 程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度発達していたため（写真-２（b）参照），マット移設

時に根を損傷させてしまった．そのため，後述するよう 

に，マット移設後のアマモの生長が著しく阻害される結

果となった．  

3.2 マット移設実験の結果 

マット移設後のアマモの密度，草丈，被度の時間変化

を図-６に示す．同図には，マット敷設地の天然アマモ

場のデータも併せて示した．天然のアマモ場は密度，草

丈，被度とも増大し，草丈は 2 月で 25cm 程度のものが

5 月では 120cm 程度と大きく生長した．これに対して，

移設実験における各基盤上のアマモは，草丈がやや増大

したものの，密度，被度が明らかに低下した．また，各

基盤によるアマモ生長の差はほとんど見られなかった． 

移設直後の 2月からアマモ最盛期のにおける潜水観察

により，アマモは次第に黄褐色に変色していること，根

が基盤上へ十分に活着していないことが確認された．こ

れより，移設後のアマモは根からの栄養吸収が低下して

生長が阻害されている状態にあると考えられる．この原

因として，先述のように，今回の実験では，マット下面

の 10～20cm 程度伸びて海底に到達したアマモの根を，

マット移設時，マットを海底から持ち上げる際に損傷を

させたためと考えられる．今後の対処法として，マット

の移設時期をアマモの根が海底に深く到達する前に設定

することが挙げられる． 

 

4． 結論 

 

本研究の主要な結論を以下に示す． 

① 従来，多大な労力を要していた播種・株植が不

要な新しいアマモ移植方法を提案した．本手法 

（a）マット表面                    （b）マット裏面 

写真-2 マット敷設実験におけるアマモの定着状況 

Seagrass Growth on the Mat 
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は，天然のアマモ場にマットを敷設し，その上に

落下した種子が自然発芽・生長することによりア

マモマットを形成させ，形成後このマットを移植

地に移設しアマモ移植を行うものである． 
②天然のアマモ場にマットを敷設するだけで，高密度

のアマモが定着したマットを形成できることが実

証できた． 

③アマモマットの移設後，アマモの生長が著しく阻害

される結果となった．この原因として，マット移設

時にアマモの根を損傷したことが主要因として挙げ

られた．今後，マットの移設時期を根が海底深く発

達する前に早める必要性が明らかになった． 
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図-５ マット敷設実験におけるアマモの密度と草丈 

の経時変化 

       Change of the Seagrass Density and Height in the Placing 

Mats with Time 
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図-６ マット移設実験におけるアマモの密度，草丈，被度 

の経時変化 

       Change of the Seagrass Density ,Height and Coverage in 

the Experiment of Replacing the Mats with Time 
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